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液晶 ーナノ素材として大活躍ー

2007年8月25日（土） 工学体験ラボ



液晶とはー 物質の第４の状態液晶とはー 物質の第４の状態

［固体，液体，気体（物質の三態）に加えて］

液晶状態を示す物質も液晶という



0.4
ナノメートル

液晶とは

固体の秩序性、液体の流動性
を兼ね備えた、化学が作り出
した低分子有機化合物

液晶

電場

液晶ディスプレイ 多様な機能

2 ナノメートル

ナノメートルは、1 mmの100万分の1



たとえば、H2Oでは、(液晶とならない)

結晶（氷）
(crystal)

等方性液体（水）
(isotropic liquid)

0 ℃
温度



結晶 液体
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液晶

液晶物質の状態変化

22.5℃ 35℃

CN(CH2)4CH3



室温液晶物質

CNCH2

CH2CH2

CH2CH3

室温液晶
（これが液晶ディスプレイのところに
入っている）



偏光顕微鏡

結晶 液晶 液体

温度可変装置

温度



液晶ディスプレイ



入射光

偏光板

透明電極A

電場オフ“明”

偏光板

透明電極B

液晶分子高分子膜
高分子膜



室温液晶物質

CNCH2

CH2CH2

CH2CH3

室温液晶
（これが液晶ディスプレイのところに
入っている）



偏光板 偏光板を通ると
一方向のみに振動

通常の光は
全方向に振動



入射光

電場オフ“明”

入射光

電場オン“暗”

電圧印加



「液晶のしくみがわかる本」竹添ら著より

(a) パッシブ・マトリクス (b) アクティブ・マトリクス
(TFT : Thin Film Transistor)

液晶ディスプレイの表示方法液晶ディスプレイの表示方法





光散乱素子



本日の実験

温度センサー（色のつく液晶）

をつくる

東京大学 工学部 加藤隆史研究室



温度センサー（色のつく液晶）をつくる

コレステリック液晶

ヒドロキシプロピル
セルロース
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